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6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

２面　新たな奨学金制度を開始
「子どもたちのために」と市に贈られ
た寄付金を活用し、新たな奨学金制
度を始めました。

３面　今をときめく部活動
多くの生徒たちが心身を磨いている
部活動。その中でひときわ輝き、活
躍した二つの部活動を紹介します。

４・５面　新春座談会「夢の舞台へ」
東京オリンピック・パラリンピック
を目指し活躍する３人のアスリート
が、小林市長に夢を語ります。

　
太
陽
が
昇
り
始
め
、
徐
々
に
広

が
る
暖
か
み
の
あ
る
光
。
厚
木
の

ま
ち
に
、
新
た
な
一
日
が
訪
れ
ま

し
た
。
市
内
に
は
、
新
春
を
迎
え

る
準
備
に
心
を
弾
ま
せ
る
人
々
の

姿
が
あ
り
ま
す
。

　
厚
木
市
は
こ
と
し
、
市
制
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
記
念
す
べ
き
年

の
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
、
み
ん
な
で

素
晴
ら
し
い
一
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 鳶尾山から望む日の出

緑ケ丘公民館で開かれた「餅つき教室」に参加する子どもたち 放牧している羊に餌を与える飼い主の河
かわ

内
ち

賢
けん

一
いち

さん（39・林）

舞台で舞う「伊
い せ じ ゅ う に ざ だ い か ぐ ら し し ま い

勢十二座太神楽獅子舞保存会」 しめ縄飾りで正月の準備
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奨
学
金
は
、
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済

的
理
由
で
修
学
な
ど
が
難
し
い
生
徒
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。
新
た
な
奨
学
金
制
度
の
基

と
な
っ
た
の
は
「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
、
市
に
寄
付
さ
れ
た
１

億
円
で
す
。
市
で
は
、
寄
付
金
の
効
果
的
な

活
用
方
法
を
検
討
。
子
ど
も
た
ち
を
長
期
的

に
支
援
で
き
る
よ
う
、
市
内
在
住
の
中
学
・

高
校
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
制
度
の

導
入
を
決
め
ま
し
た
。

3
種
類
の
奨
学
金

　

制
度
は
、
12
月
に
設
立
し
た
「
久
保
奨
学

金
基
金
」
で
運
用
し
ま
す
。
基
金
名
は
、
寄

付
者
の
名
字
か
ら
名
付
け
ま
し
た
。
新
た
な

制
度
で
は
、
入
学
準
備
・
高
校
等
修
学
・
学

校
教
育
活
動
応
援
の
３
種
類
を
用
意
。
勉
強

だ
け
で
な
く
、
部
活
動
な
ど
に
意
欲
の
あ
る

中
学
生
も
対
象
と
し
ま
し
た
。
支
給
額
は
入

学
準
備
が
６
万
円
、
高
校
等
修
学
が
年
額
12

万
円
、
学
校
教
育
活
動
応
援
が
年
額
３
万
円

で
す
。
今
年
度
は
ま
ず
、
高
校
な
ど
へ
の
進

学
を
目
指
す
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
入
学

準
備
奨
学
金
と
高
校
等
修
学
奨
学
金
の
受
け

付
け
を
始
め
ま
す
（
左
欄
参
照
）。

　

奨
学
金
の
支
給
は
、
教
育
の
有
識
者
ら
で

組
織
す
る
奨
学
生
選
考
委
員
会
の
意
見
を
基

に
、
教
育
委
員
会
が
学
業
成
績
や
意
欲
、
経

済
的
理
由
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
決
定
し

ま
す
。
制
度
で
は
、
返
済
義
務
の
な
い
給
付

型
を
採
用
。
多
く
の
奨
学
金
制
度
で
採
用
し

て
い
る
貸
与
型
は
卒
業
後
に
返
済
が
必
要
で

す
が
、
今
回
の
制
度
で
は
そ
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

基
金
へ
の
寄
付
を

　

久
保
奨
学
金
基
金
に
は
、「
未
来
あ
る
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
」
と
い

う
寄
付
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

奨
学
金
制
度
は
、
基
金
が
続
く
限
り
運
用
さ

れ
ま
す
。末
永
く
制
度
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
、
み
ん

な
の
願
い
で
す
。
市
で
は
奨
学
金
制
度
の
他

に
も
「
高
等
学
校
等
修
学
旅
行
費
支
援
金
制

度
」
を
実
施
（
左
下
欄
参
照
）
す
る
な
ど
、

今
後
も
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
☎
225
‒
2
6
0
0

　中学生の進学や高校生の修学などを支援するため、市では新
たな奨学金制度を始めます。制度の基となるのは、「子どもた
ちの未来のために」と市に贈られた寄付金です。温かい善意を
活用し、未来を担う子どもたちを応援します。

教
育
支
援

ト
ピ
ッ
ク

奨学金制度がより充実した教育環境をつくります

生徒の夢の実現を応援

新たな奨学金制度を開始

　全国的な少子高齢化の進行や地方分権の動きは、今後も加速していくと見込まれ
ています。市では、このような社会情勢の変化に的確に対応し、効果的な行政サー
ビスの提供を進めていきます。意見交換会やパブリックコメントなどを実施し、市
民の皆さんの意見をプランに反映。次の三つを重点目標に定めました。

「あつぎ行政経営プラン」の三つの重点目標
①強い組織をつくる
　職員の採用や育成などの人的投資を適切に実施。最大限の力を発揮します。
②強い財政をつくる
　経費削減や市有財産の有効活用などで財源を確保し、適切に管理・運用します。
③市民と共に公共サービスを向上させる
　市民の皆さんが主体的にまちづくりに参加できる環境を整備します。

■入学準備奨学金（6万円）・高校等修学奨学金（12万円）
　《対象》①市内在住②学業成績が優秀で、修学の意欲
がある③経済的な理由で修学が困難―の全てを満たす中学
３年生20人
申いずれも担任の先生と相談の上、申請書に必要事項を書
き、1月8日～23日に学校に提出してください。詳しくは市ホー
ムページまたは教育総務課☎225-2600へ。

問教育総務課☎225-2600

久保奨学金基金制度

厚木市　奨学金 検 索

高等学校等修学旅行費支援金制度

第6次行政改革大綱「あつぎ行政経営プラン」を策定
　市は、より質の高い行政サービスの提供に向け行政改革（行革）
に取り組んでいます。平成26年度は第5次行革の最終年度です。
4月から新たに取り組む「あつぎ行政経営プラン」を策定しました。

新たな行政改革の指針

　学校生活の大切な思い出となる修学旅行に多くの生徒
が参加できるよう、市では支援を実施しています。

《対　象》�高校などに在学し、経済的な理由で修学旅行
への参加が難しい生徒または保護者

《支給額》2万円（上限）

問行政経営課☎225-2280
さらに市民参加を進めていきます

申学校教育課や公民館、本厚木駅・愛甲石田駅連絡所に
ある申請書（市ホームページからダウンロード可）に必
要事項を書き、修学旅行参加証明書などを添えて学校教
育課へ。申請は、修学旅行の終了後に受け付けます。

問学校教育課☎225-2650

■学校教育活動応援奨学金（3万円）※平成27年度から実施
　《対象》①市内在住②学校教育活動（部活動など）へ
参加の意欲がある③経済的な理由で学校教育活動への参
加が困難―の全てを満たす中学生30人程度

　行政経営プランの取り組みは6年間です。
取り組み状況は、公募の市民や学識経験者で
組織される行政改革調査委員会が点検します。
　点検結果はその都度、市政情報コーナーや
市ホームページなどで公開します。
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厚
木
北
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
昨
年
、
全
国

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
神
奈
川
県
予
選

会
に
出
場
し
、
１
９
９
校
が
参
加
す
る
激
戦

の
中
で
決
勝
戦
進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。
決

勝
戦
で
は
惜
し
く
も
０
―
１
で
敗
れ
、
全
国

大
会
へ
の
出
場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

同
校
史
上
最
高
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

努
力
の
積
み
重
ね
が
大
切

　

１
０
２
人
の
部
員
を
指
導
す
る
の
は
、
就

任
７
年
目
の
監
督
・
中
村
元も
と

彦ひ
こ

先
生
（
43
）

で
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
全
て
の
部

員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
は
難

し
い
た
め
、
試
合
の
感
想
や
戦
術
上
の
疑
問

な
ど
が
書
か
れ
た
部
員
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー

ノ
ー
ト
に
目
を
通
し
ま
す
。
中
村
先
生
は
全

て
の
ノ
ー
ト
に
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
添
え
て

返
答
。
部
員
た
ち
は
「
迷
わ
ず
練
習
に
打
ち

込
め
る
」
と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　
「
全
国
大
会
出
場
が
目
標
だ
が
、
結
果
が

全
て
で
は
な
い
」
と
強
調
す
る
中
村
先
生
。

「
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
や
工
夫
を
積
み
重

ね
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
。
そ
の
過
程
で

立
派
な
大
人
へ
と
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
愛

情
を
持
っ
て
接
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
が
成
長
の
糧
に

　

こ
れ
ま
で
攻
撃
重
視
だ
っ
た
厚
木
北
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
。
昨
年
は
守
備
力
を
強
化
し
よ

う
と
チ
ー
ム
全
体
が
意
識
し
ま
し
た
。「
夢

を
叶
え
る
た
め
に
は
、
好
き
な
こ
と
だ
け
で

な
く
苦
手
分
野
も
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
そ
う
話
す
の
は
、
主
将
の
久
保
田
永え
い

至し

さ
ん
（
３
年
）。
苦
楽
を
共
に
し
た
部
員

た
ち
を
見
な
が
ら
「
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
、
み

ん
な
で
同
じ
意
識
を
持
っ
て
ま
と
ま
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
準
優
勝
は
う
れ
し
い
結
果
だ
が
、
達
成

で
き
な
か
っ
た
全
国
大
会
出
場
の
目
標
は
、

後
輩
た
ち
に
託
し
た
い
」
と
悔
し
さ
を
に
じ

ま
せ
る
久
保
田
さ
ん
。「
３
年
生
は
卒
業
後
、

別
々
の
道
を
歩
む
。
そ
れ
ぞ
れ
が
新
し
い
夢

に
向
か
っ
て
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
前
向
き
に
話
し
ま
す
。
部

活
動
で
得
た
経
験
を
糧
に
、
部
員
た
ち
は
新

た
な
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　

小
鮎
中
吹
奏
楽
部
は
昨
年
、
東
関
東
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
ま
し
た
。
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
部
門
は
、
30
人
以
内
の
編
成
で
演

奏
す
る
「
中
学
校
の
部
Ｂ
部
門
」
で
す
。
県

央
大
会
、
県
大
会
と
も
金
賞
を
受
賞
し
、
順

当
に
上
位
大
会
の
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
惜
し
く
も
東
日
本
大
会
へ
の
出
場
権
は

得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
関
東
大
会
で

２
年
連
続
と
な
る
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

部
員
が
一
つ
に
な
っ
て

　

部
員
数
は
３
年
生
が
12
人
、２
年
生
５
人
、

１
年
生
15
人
。
大
会
に
出
場
す
る
30
人
の
う

ち
13
人
を
１
年
生
か
ら
起
用
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
新
人
の
育
成
が
重
要
な
課
題
と

な
る
中
、「
３
年
生
が
中
心
と
な
り
、
自
分

た
ち
の
技
術
面
以
上
に
後
輩
た
ち
の
育
成
に

力
を
入
れ
て
く
れ
た
」
と
顧
問
の
大
西
義よ
し

文ふ
み

先
生
（
29
）
は
目
を
細
め
ま
す
。

　

土
日
も
休
ま
ず
活
動
し
、
他
校
に
負
け
な

い
練
習
量
を
こ
な
す
部
員
た
ち
。
途
中
で
あ

き
ら
め
た
り
辞
め
た
り
す
る
部
員
は
な
く
、

全
員
が
楽
し
み
な
が
ら
も
集
中
し
て
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

生
活
面
の
向
上
も
重
要
な
活
動

　

部
で
は
、
技
術
面
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

日
頃
の
あ
い
さ
つ
や
時
間
厳
守
の
習
慣
、
練

習
前
後
の
部
屋
の
掃
除
な
ど
、
生
活
面
の
向

上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
３
年
生
が
引

退
し
、
新
た
に
部
長
に
な
っ
た
山
田
雪ゆ
き

雄お

さ

ん
（
２
年
）
は
「
何
で
も
目
標
を
持
っ
て
や

る
こ
と
が
大
切
」と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。「
自

分
た
ち
が
活
動
で
き
る
の
は
、
家
族
や
先
生

な
ど
周
囲
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
感
謝

の
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

部
の
活
動
目
標
は
「
感
動
を
呼
ぶ
演
奏
」

を
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
技
術
や
心
身
を

磨
き
ま
す
。「
僕
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

す
が
、
先
輩
た
ち
を
追
い
越
せ
る
よ
う
に
練

習
し
て
い
き
た
い
。そ
し
て
、先
輩
た
ち
か
ら

教
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
、
下
級
生
に
も
つ
な

い
で
い
き
た
い
」
と
山
田
さ
ん
は
目
を
輝
か

せ
ま
す
。「
東
日
本
大
会
」を
目
標
に
、
新
体

制
で
の
活
動
を
始
め
た
小
鮎
中
吹
奏
楽
部
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
が
大
き
な
目
標

感
動
を
呼
ぶ
演
奏
を
し
た
い

《部活動紹介》　部員数32人。顧問２人、部活動指導協力者２人。
平成26年の第15回県央・第63回神奈川県・第20回東関東吹奏楽
コンクール中学校の部Ｂ部門でいずれも金賞を受賞。

小鮎中学校
吹奏楽部
小鮎中学校
吹奏楽部

《部活動紹介》　部員数102人。監督１人、コーチ６人、トレーナー
２人。神奈川県U-18サッカーリーグ１部に所属。平成26年の
第93回全国高校サッカー選手権大会神奈川県予選会で準優勝。

厚木北高校
サッカー部
厚木北高校
サッカー部

今をときめく
部活動 　市内の学校には、スポーツや文化など多彩な分野

の部活動があり、多くの生徒たちが日々の活動を通
して心身を磨いています。その中でもひときわ輝き、
活躍した二つの部活動を紹介します。



　小鮎中学校卒。2011年、交通事故
で片足を失うが、リハビリを通して車
いすスポーツと出合う。県障害者ス
ポーツ大会100㍍で２年連続優勝、
14年全国障害者スポーツ大会投てき
で金メダル、100㍍で銀メダルなど。
車いすバスケットボールチーム「ウイ
ング」に所属。昨年11月、自身の半生
をつづった著書を出版。

部所属。2年生ながら、チームの司令
塔である「ポイントガード」として活
躍。部は2013年に県大会優勝、イン
ターハイで全国ベスト16。14年は県
大会準優勝、インターハイ県予選でベ
スト8を果たす。チームでの活躍が認
められ、Ｕ-18日本代表候補入り。現

望月 大地 さん （17）
もち　づき　　だい　 ち

鈴木 百萌子 さん （26）
すず　  き           も        も 　　こ

　厚木中学校卒。株式会社永谷園勤
務。海老名高校在学中から射撃を始
める。2009年新潟国体で、成年女子
ビームライフル肘射60発競技優勝、
立射40発競技2位。12年全日本学生
選手権50㍍伏射60発競技２位、ワール
ドカップ出場。 13年全日本社会人選
手権50㍍伏射60発競技優勝、14年同
選手権10㍍立射40発競技優勝など。

　橋 由希絵 さん （24）
たか   はし          ゆ      き      え

髙
橋 
由
希
絵
さ
ん

望
月 

大
地
さ
ん

小
林 

常
良
（
聞
き
手
）

厚
木
市
長

鈴
木 

百
萌
子
さ
ん

車
い
す
陸
上
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ラ
イ
フ
ル
射
撃

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

私
た
ち
の
生
活
に
活
力
や
楽
し
さ
を
与
え
て
く
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
。市
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
人
々
の
姿
が
あ
り
ま
す
。５
年
後
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
ま
り
、

ちゅう しゃ

りっ しゃ

ふく  しゃ

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
座
談
会
で
は
、夢
の
舞
台
を
目
指
し
て
厚
木

か
ら
羽
ば
た
い
て
い
く
若
き
ア
ス
リ
ー
ト
を
迎
え
、

小
林
常
良
市
長
が
そ
の
意
気
込
み
を
伺
い
ま
す
。
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市
長　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
ま
で
あ
と
５
年
と

な
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
健
康
増
進
の
た
め

の
「
一
市
民
一
ス
ポ
ー
ツ
運
動
」
や
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
育
成
を
目
指
す
「
あ
つ
ぎ
ス

ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
愛

好
者
の
拡
大
や
競
技
力
向
上
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
本
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
夢

と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
3
人
に
、
お
話
を
伺
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 

競
技
へ
の
思
い

　

市
長　
鈴
木
さ
ん
は
、
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ

の
世
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
競
技
と
の

出
合
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

鈴
木　
事
故
の
リ
ハ
ビ
リ
を
通
じ
て
、
一

年
前
に
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
出
合

い
ま
し
た
。
す
ご
い
迫
力
で
最
初
は
怖
か
っ

た
で
す
が
、
格
好
良
さ
に
憧
れ
て
始
め
て
み

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

市
長　
昨
年
は
、
陸
上
競
技
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
て
い
ま
す
ね
。

　

鈴
木　
今
は
バ
ス
ケ
が
中
心
で
す
が
、
大

会
に
出
た
の
は
陸
上
が
先
で
す
。
バ
ス
ケ
で

初
め
て
団
体
競
技
と
出
合
い
、
み
ん
な
で

勝
っ
た
時
の
う
れ
し
さ
や
、
思
い
を
分
か
ち

合
う
喜
び
を
知
り
ま
し
た
。

　

市
長　
髙
橋
さ
ん
は
高
校
在
学
中
に
ラ
イ

フ
ル
射
撃
を
始
め
た
そ
う
で
す
が
、
競
技
で

大
切
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

髙
橋　
集
中
と
平
常
心
で
す
。
緊
張
す
る

と
心
臓
の
鼓
動
で
銃
も
一
緒
に
揺
れ
て
し
ま

う
の
で
、深
呼
吸
な
ど
で
状
態
を
整
え
ま
す
。

練
習
で
う
ま
く
い
き
自
信
を
持
っ
て
臨
ん
で

も
、
試
合
で
は
全
く
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い

と
き
も
あ
り
ま
す
。
集
中
力
が
緊
張
感
を
超

え
て
、
周
囲
が
気
に
な
ら
な
い
く
ら
い
自
分

の
世
界
に
入
り
込
め
る
時
が
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
と
き
は
す
ご
く
良
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
で
き
ま
す
。

　

市
長　
望
月
さ
ん
は
、
1
8
1
㌢
と
い
う

長
身
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
向
き
の
体
格

で
す
ね
。ど
ん
な
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
か
。

　

望
月　
オ
フ
ェ
ン
ス
と
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の

駆
け
引
き
で
す
。
攻
守
が
瞬
時
に
変
わ
る
の

を
、
瞬
間
的
に
感
じ
取
ら
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
一
歩
の
動
き
に
ま
で
細
か
い
フ
ェ
イ

ン
ト
が
入
っ
て
い
て
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
展

開
が
続
く
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
。

　

 

ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力

　

市
長　
皆
さ
ん
、
競
技
と
向
き
合
っ
て
心

か
ら
楽
し
ん
で
い
る
ん
で
す
ね
。
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。

　

鈴
木　
体
が
健
康
に
な
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
練
習
や
合
宿
を
通
し
て
メ
ン
タ
ル
が
と

て
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
全
国
に
仲
間
が
で
き

て
視
野
が
広
が
り
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
は
、
何
歳
か
ら
始
め
て
も
大
き
な

舞
台
に
出
ら
れ
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
と

こ
ろ
も
魅
力
で
す
。

　

髙
橋　
苦
し
い
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、目
標
が
達
成
で
き
た
時
な
ど
に
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
自
分
の
可
能
性
に
出

合
え
て
、
充
実
感
を
得
ら
れ
ま
す
。

　

望
月　
一
番
の
魅
力
は
、
楽
し
い
こ
と
で

す
。
た
だ
、
競
技
に
は
生
活
習
慣
が
表
れ
ま

す
。う
ま
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
る
と
き
は
、

ち
ゃ
ん
と
生
活
の
リ
ズ
ム
が
で
き
て
い
る
と

き
な
ん
で
す
。

　

市
長　
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
私

も
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 

苦
し
み
か
ら
の
成
長

　

市
長　
皆
さ
ん
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
う
ま
く
い

か
ず
に
苦
し
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

鈴
木　
事
故
か
ら
立
ち
直
る
ま
で
は
、
泣

き
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
き
ま
し
た
。
競

技
を
始
め
て
か
ら
は
ま
だ
日
が
浅
い
こ
と
も

あ
り
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

髙
橋　
高
校
か
ら
大
学
、
大
学
か
ら
社
会

人
と
い
う
節
目
に
ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
ま
し

た
。
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が

プ
レ
ー
に
も
影
響
し
、
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら

い
成
績
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
た
だ
、

変
化
を
恐
れ
て
同
じ
練
習
を
繰
り
返
す
ば
か

り
で
も
集
中
力
が
下
が
り
成
長
し
な
い
の

で
、周
り
に
相
談
し
た
り
自
分
で
工
夫
し
た
り

し
て
新
し
い
刺
激
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

　

望
月　
一
番
苦
し
か
っ
た
の
は
一
年
生
の

時
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
さ
せ
て
も

ら
え
た
の
に
、
手
も
足
も
出
ず
自
分
の
せ
い

で
負
け
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

国
体
で
も
観
戦
時
間
の
方
が
長
く
て
、
バ
ス

ケ
が
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
を
見
つ
め
直
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
技
術
を
教
え
て
も
ら

い
に
行
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
叱
っ
て
く
れ

た
人
も
い
ま
し
た
。
そ
う
や
っ
て
基
礎
か
ら

見
直
し
た
こ
と
で
、
一
段
階
成
長
で
き
た
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

 

５
年
後
に
向
け
て

　

市
長　
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
高
ま
る
中
、

鈴
木
さ
ん
の
活
躍
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
発
展
さ
せ
る
上
で
、

感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　

鈴
木　
国
体
出
場
の
際
、
レ
ー
ス
用
の
車

い
す
が
借
り
ら
れ
ず
、
普
段
の
車
い
す
で
出

場
し
ま
し
た
。
周
り
の
選
手
は
み
ん
な
三
輪

の
レ
ー
サ
ー
車
で
「
同
じ
車
い
す
な
ら
絶
対

負
け
な
か
っ
た
」
と
、
す
ご
く
悔
し
い
思
い

を
し
ま
し
た
。器
具
や
設
備
が
充
実
す
れ
ば
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
よ
う
と
思

う
人
は
も
っ
と
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
私
は

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
は
ま
だ
ま
だ
で
す

が
、
男
子
に
も
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持

ち
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
国
体
で
も
、

絶
対
負
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
挑
ん
だ
ら
、

自
己
タ
イ
ム
を
大
幅
に
更
新
で
き
ま
し
た
。

　

市
長　
髙
橋
さ
ん
と
望
月
さ
ん
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ど
ん
な
思
い
が
あ
り
ま
す
か
。

　

髙
橋　
社
会
人
に
な
り
練
習
量
が
減
る
中

で
、
い
つ
ま
で
競
技
を
続
け
ら
れ
る
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
２
０
２
０
年

の
開
催
地
が
東
京
に
決
ま
っ
た
瞬
間
「
や
る

し
か
な
い
」
と
、迷
い
が
吹
っ
切
れ
ま
し
た
。

人
生
を
変
え
た
瞬
間
で
し
た
。
一
つ
ま
み
の

人
し
か
立
て
な
い
舞
台
で
す
が
、
そ
れ
を
目

指
す
こ
と
は
自
分
の
中
で
大
き
な
糧
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
の
気
持
ち
が
高
ま
っ

て
い
る
中
で
、
あ
と
５
年
を
過
ご
せ
る
こ
と

は
す
ご
く
幸
せ
で
す
。

　

望
月　
自
分
の
技
術
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

東
京
開
催
が
決
ま
っ
た
と
き
は
「
世
界
と
戦

え
る
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
が
、
５
年
後
は

ま
だ
大
学
生
。
そ
の
歳
の
中
で
日
本
一
う
ま

い
選
手
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
出
場
は
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
自
分
を
ど
れ
だ

け
高
め
ら
れ
る
か
に
集
中
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　

市
長　
皆
さ
ん
に
は
輝
か
し
い
未
来
が
あ

り
ま
す
。
希
望
を
持
ち
な
が
ら
活
躍
す
る
姿

は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
自

分
の
直
面
し
て
い
る
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
、
ど
ん
ど
ん
格
好
良
く
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
鈴
木
・
髙
橋
・
望
月　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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初心者柔道教室

　2月8・15・22日（ 全3回 ）、9時
30分～11時30分。東町スポーツセ
ンター。基礎技術の講習。市内在
住在勤在学で4歳以上の方50人。
800円。申ハガキ、ファクスに教
室名、〒住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号を書き、1月15日（必
着）までに〒243-0039 温水西
1-27-1市体育協会☎247-7212・薨
248-7151へ。抽選。 申141601
	
資産運用セミナー

　2月5日、19時～20時30分。野村証券
株式会社厚木支店（中町2-2-20）。
少額投資非課税制度「Ｎ

ニ ー サ

ＩＳＡ」の
講義など。市内在住在勤で20歳以
上の方20人。無料。筆記用具をお持
ちください。申電話またはファク
スに講座名、氏名、年齢、電話番号
を書き、1月23日までに勤労者福
祉サービスセンター☎206-4151・
薨206-4611へ。抽選。
	
孫育て教室

　1月25日、10時 ～11時30分。 保
健センター。「家族で楽しく子育
て、孫育て」がテーマの講義やグ
ループワークなど。市内在住で孫
がいる方または生まれる予定の方
50人（家族での参加も可）。無料。
申1月23日までに健康づくり課☎
225-2597へ。先着順。 141559
	
トマトカフェ

　 ①2月1日 ②2月15日、13時30分
～15時。神奈川工科大学ITビル（中
町3-3-17）。ティータイムを楽しみ
ながらトマトについて学ぶ。定員30
人。200円（ドリンク代）。申電話
またはファクスに参加希望日、氏
名、連絡先を書き、①1月30日②2
月13日までにNPO法人くらしと
バイオプラザ21☎03-5651-5810・
薨03-3669-7810へ。抽選。
	
厚木海老名愛川清川	
30歳成人式の参加者を募集

　2月22日、15時～18時。レンブラ
ントホテル厚木（中町2-13-1）。成
人式から10年を迎える人が一堂に
会して30歳を祝う。昭和59年4月2

日～昭和60年4月1日生まれの方。
申エントリーフォーム（http://goo.
gl/forms/AoHRzQQaCc）で受け
付け。問30歳成人式実行委員会・
野田☎070-6513-2782。
	
児童館指導員（臨時職員）を募集

　《対象》18歳～65歳の健康で子
どもの健全育成に熱意のある方若
干名《内容》児童館を利用する子
どもの指導と育成、施設管理など
《勤務場所》市内児童館（37館の
中から通勤できる範囲内で指定）
《勤務時間》月15日程度で①10時
～17時②13時～17時（通常1人勤
務でローテーション）《期間》4月
1日～9月30日（更新可）《賃金》
時給940円（土・日曜、祝日は1269
円）。申市販の履歴書に写真を貼
り、1月30日（必着）までに直接
または郵送で〒243-0018中町1-1-3 
青少年課☎225-2581へ。2月5・6
日のいずれかに面接を実施予定。
	
放送大学4月生募集

　放送大学は、テレビなどの放送
やインターネットを利用して授業
を実施する通信制の大学です。平
成27年度第1学期（4月入学）の学
生を募集しています。心理学・福
祉・経済・歴史・文学・自然科学
など、幅広い分野を学べます。出
願期間は3月20日まで。資料請求
は無料。問放送大学神奈川学習セ
ンター☎045-710-1910。
	
県立職業技術校4月生	
後期入校生募集

　■東部総合職業技術校（かなテ
クカレッジ東部☎045-504-2810）
①若年者向けコース（有料）＝自動
車整備、マシニング&CAD/CAM、
建築設計、造園など全7コース②離
転職者向けコース（無料）＝機械Ｃ
ＡＤ、庭園管理サービス（新設）、
ケアワーカー、給食調理など全9
コース■西部総合職業技術校（か
なテクカレッジ西部☎0463-80-
3002）①若年者向けコース（有料）
＝電気、ICTエンジニア、木材加工、
室内設計施工など全7コース②離転
職者向けコース（無料）＝建築ＣＡ
Ｄ、溶接・板金、庭園エクステリ

ア施工、介護調理など全8コース《対
象》就職するために知識や技術、
技能を習得したい方《選考日》2月
15日《募集案内》各技術校・ハロー
ワークで配布。申ハローワークで
事前に手続きし、1月5日～2月2日
に各校へ。1月17日にかながわ県民
センターで募集説明会を実施。問
県産業人材課☎045-210-5715。
	
本厚木駅南口地区市街地
再開発事業などの説明会

　1月15日、19時～。市役所本庁舎。
本厚木駅南口地区第一種市街地再
開発事業などの都市計画案の作成
に向けた住みよいまちづくり条例
に基づく住民説明会。申当日直接
会場へ。問都市計画課☎225-2401。
	
住宅賃貸トラブル予防電話相談

　3月18日までの毎週水曜（2月11日
は除く）。13時～16時。敷金、更新料、
原状回復など住宅賃貸トラブル予
防の相談に行政書士が対応。無料。
申民間賃貸住宅に関する無料電話
相談☎045-641-9171へ。問県行政
書士会☎045-641-0739。
	
本人通知制度

　住民票の写しなどの不正請求・
取得を防ぐため、1月から本人通
知制度を実施します。事前に登録
した方の住民票の写しや戸籍謄本
などを代理人や第三者に交付した
とき、交付した事実を本人に通知
する制度です。不正取得が判明し
た場合は、登録の有無に関わらず
通知します《登録できる方》①市
に住民基本台帳または戸籍の附票
に記録（除かれた人も含む）②市
が作成した戸籍に記載（除かれた
人も含む）―のいずれかを満たす
方。ただし、死亡または失踪宣告
を受けた方は登録できません《登

録に必要なもの》①申請書（窓口
で配布）②窓口に来る方の本人確
認書類（運転免許証など）または
その他の証明書③代理人の場合は
委任状④法定代理人の場合は、戸
籍謄本などの資格を証する書類。
問市民課☎225-2110。

《意見交換会》
■公共施設最適化基本計画
　１月18日、10時 ～11時30分。 市
役所本庁舎。申当日直接会場へ。
問企画政策課☎225-2450。
《パブリックコメント》
■情報化推進計画
　《閲覧期間》1月5日～2月4日。
問〒243-8511情 報 政 策 課 ☎225-
2459・薨225-3732・e-mail＝1300
@city.atsugi.kanagawa.jp
■環境基本計画・一般廃棄物処理
基本計画の改定
　《閲覧期間》1月5日～2月4日。
問〒243-8511環 境 政 策 課 ☎225-
2749・薨223-1668・e-mail＝3100
@city.atsugi.kanagawa.jp
　いずれも閲覧場所は、各課窓口、
市政情報コーナー、あつぎ市民交
流プラザ、公民館、本厚木・愛甲
石田駅連絡所、総合福祉センター、
中央図書館、市ホームページなど。
応募資格は、市内在住在勤在学の
方または市内で活動する個人・法
人・団体。応募方法は、閲覧場所
にある用紙を備え付けの「わたし
の提案」箱に投函するか、直接ま
たは郵送、ファクス、Ｅメールで
問い合わせ先へ。

インターネットモニターからの意見を紹介

12月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆単発企画に終わることなく、国際
交流を続けてほしい／60代男性・南
町◆ゼロエネハウスの機器の設置費
用が分かるとよかった／60代男性・
栄町◆スマホを操作したり音楽を聴
いたりしながら通行するのはやめよ
うと思った／20代女性・元町◆親の
私たちも目を光らせて、地域全体で
子どもたちを守っていかなければと
思った／40代女性・愛甲◆あゆコロ
ちゃんが3年連続トップ10入りして
うれしい／20代女性・山際

厚木市　インターネットモニター結果 検 索

広報番組 ガ イ ド

放送時間（15分）　　　①12時～②19時30分～③22時45分～

番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

※�内容や時間を変更す
る場合があります。

あゆチャンネル（11ch）

あつぎ 元気Wave

ケーブルテレビ ◆厚木のイチゴはおいしいよ1月1日～15日
旬を迎えた市内産のイチゴの出来映えなどをリポート

１月 の

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

■合同就職面接会
《日時》2月5日　12時30分～16時
《場所》厚木商工会議所
《内容》市内と近隣企業による就職面接
会（カウンセラーによる個別相談あり）
《対象》市内または周辺地域在住の39
歳までの一般求職者。学生は平成27年
3月卒業予定の方（中学生を除く）。必ず
面接希望企業数分の履
歴書などをお持ちくだ
さい。参加企業は、1月23
日頃から産業振興課や
市ホームページで公
開。申当日直接会場へ。

　いずれも会場は厚木商工会議所。申●印は2月2日、◆印
は1月28日までに電話またはファクスで若年者就職支援プ
ログラム事業事務局☎045-316-5831・薨045-316-5832へ。
抽選（落選者のみ連絡）。

◆若者・企業交流イベント「厚木ジョブトーク！」
《日時》1月30日 ①9時30分～12時30分②13時30分～16時30分
《内容》①企業研究と交流会準備セミナー②企業との交流を
通して相互理解を深めるイベント《対象》39歳までの方40人

●合同就職面接会直前セミナー
《日時》2月4日　9時30分～16時30分《内容》面接会などの
でのマッチングを促進するため、業界研究や応募書類の作
成・模擬面接など《対象》39歳までの方30人

　市では合同就職面接会やセミナーなどを実施し、就職を希望する若
者を支援しています。ぜひご活用ください。問産業振興課☎225-2585

地元で働こう 市の就職支援地元で働こう 市の就職支援

あつぎ健康相談ダイヤル２４
さわやか1番 よいこころ

健康相談・医療機関情報（救急含む）

◎発信者番号は通知設定でおかけください
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初心者柔道教室

　2月8・15・22日（ 全3回 ）、9時
30分～11時30分。東町スポーツセ
ンター。基礎技術の講習。市内在
住在勤在学で4歳以上の方50人。
800円。申ハガキ、ファクスに教
室名、〒住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号を書き、1月15日（必
着）までに〒243-0039 温水西
1-27-1市体育協会☎247-7212・薨
248-7151へ。抽選。 申141601
	
資産運用セミナー

　2月5日、19時～20時30分。野村証券
株式会社厚木支店（中町2-2-20）。
少額投資非課税制度「Ｎ

ニ ー サ

ＩＳＡ」の
講義など。市内在住在勤で20歳以
上の方20人。無料。筆記用具をお持
ちください。申電話またはファク
スに講座名、氏名、年齢、電話番号
を書き、1月23日までに勤労者福
祉サービスセンター☎206-4151・
薨206-4611へ。抽選。
	
孫育て教室

　1月25日、10時 ～11時30分。 保
健センター。「家族で楽しく子育
て、孫育て」がテーマの講義やグ
ループワークなど。市内在住で孫
がいる方または生まれる予定の方
50人（家族での参加も可）。無料。
申1月23日までに健康づくり課☎
225-2597へ。先着順。 141559
	
トマトカフェ

　 ①2月1日 ②2月15日、13時30分
～15時。神奈川工科大学ITビル（中
町3-3-17）。ティータイムを楽しみ
ながらトマトについて学ぶ。定員30
人。200円（ドリンク代）。申電話
またはファクスに参加希望日、氏
名、連絡先を書き、①1月30日②2
月13日までにNPO法人くらしと
バイオプラザ21☎03-5651-5810・
薨03-3669-7810へ。抽選。
	
厚木海老名愛川清川	
30歳成人式の参加者を募集

　2月22日、15時～18時。レンブラ
ントホテル厚木（中町2-13-1）。成
人式から10年を迎える人が一堂に
会して30歳を祝う。昭和59年4月2

日～昭和60年4月1日生まれの方。
申エントリーフォーム（http://goo.
gl/forms/AoHRzQQaCc）で受け
付け。問30歳成人式実行委員会・
野田☎070-6513-2782。
	
児童館指導員（臨時職員）を募集

　《対象》18歳～65歳の健康で子
どもの健全育成に熱意のある方若
干名《内容》児童館を利用する子
どもの指導と育成、施設管理など
《勤務場所》市内児童館（37館の
中から通勤できる範囲内で指定）
《勤務時間》月15日程度で①10時
～17時②13時～17時（通常1人勤
務でローテーション）《期間》4月
1日～9月30日（更新可）《賃金》
時給940円（土・日曜、祝日は1269
円）。申市販の履歴書に写真を貼
り、1月30日（必着）までに直接
または郵送で〒243-0018中町1-1-3 
青少年課☎225-2581へ。2月5・6
日のいずれかに面接を実施予定。
	
放送大学4月生募集

　放送大学は、テレビなどの放送
やインターネットを利用して授業
を実施する通信制の大学です。平
成27年度第1学期（4月入学）の学
生を募集しています。心理学・福
祉・経済・歴史・文学・自然科学
など、幅広い分野を学べます。出
願期間は3月20日まで。資料請求
は無料。問放送大学神奈川学習セ
ンター☎045-710-1910。
	
県立職業技術校4月生	
後期入校生募集

　■東部総合職業技術校（かなテ
クカレッジ東部☎045-504-2810）
①若年者向けコース（有料）＝自動
車整備、マシニング&CAD/CAM、
建築設計、造園など全7コース②離
転職者向けコース（無料）＝機械Ｃ
ＡＤ、庭園管理サービス（新設）、
ケアワーカー、給食調理など全9
コース■西部総合職業技術校（か
なテクカレッジ西部☎0463-80-
3002）①若年者向けコース（有料）
＝電気、ICTエンジニア、木材加工、
室内設計施工など全7コース②離転
職者向けコース（無料）＝建築ＣＡ
Ｄ、溶接・板金、庭園エクステリ

ア施工、介護調理など全8コース《対
象》就職するために知識や技術、
技能を習得したい方《選考日》2月
15日《募集案内》各技術校・ハロー
ワークで配布。申ハローワークで
事前に手続きし、1月5日～2月2日
に各校へ。1月17日にかながわ県民
センターで募集説明会を実施。問
県産業人材課☎045-210-5715。
	
本厚木駅南口地区市街地
再開発事業などの説明会

　1月15日、19時～。市役所本庁舎。
本厚木駅南口地区第一種市街地再
開発事業などの都市計画案の作成
に向けた住みよいまちづくり条例
に基づく住民説明会。申当日直接
会場へ。問都市計画課☎225-2401。
	
住宅賃貸トラブル予防電話相談

　3月18日までの毎週水曜（2月11日
は除く）。13時～16時。敷金、更新料、
原状回復など住宅賃貸トラブル予
防の相談に行政書士が対応。無料。
申民間賃貸住宅に関する無料電話
相談☎045-641-9171へ。問県行政
書士会☎045-641-0739。
	
本人通知制度

　住民票の写しなどの不正請求・
取得を防ぐため、1月から本人通
知制度を実施します。事前に登録
した方の住民票の写しや戸籍謄本
などを代理人や第三者に交付した
とき、交付した事実を本人に通知
する制度です。不正取得が判明し
た場合は、登録の有無に関わらず
通知します《登録できる方》①市
に住民基本台帳または戸籍の附票
に記録（除かれた人も含む）②市
が作成した戸籍に記載（除かれた
人も含む）―のいずれかを満たす
方。ただし、死亡または失踪宣告
を受けた方は登録できません《登

録に必要なもの》①申請書（窓口
で配布）②窓口に来る方の本人確
認書類（運転免許証など）または
その他の証明書③代理人の場合は
委任状④法定代理人の場合は、戸
籍謄本などの資格を証する書類。
問市民課☎225-2110。

《意見交換会》
■公共施設最適化基本計画
　１月18日、10時 ～11時30分。 市
役所本庁舎。申当日直接会場へ。
問企画政策課☎225-2450。
《パブリックコメント》
■情報化推進計画
　《閲覧期間》1月5日～2月4日。
問〒243-8511情 報 政 策 課 ☎225-
2459・薨225-3732・e-mail＝1300
@city.atsugi.kanagawa.jp
■環境基本計画・一般廃棄物処理
基本計画の改定
　《閲覧期間》1月5日～2月4日。
問〒243-8511環 境 政 策 課 ☎225-
2749・薨223-1668・e-mail＝3100
@city.atsugi.kanagawa.jp
　いずれも閲覧場所は、各課窓口、
市政情報コーナー、あつぎ市民交
流プラザ、公民館、本厚木・愛甲
石田駅連絡所、総合福祉センター、
中央図書館、市ホームページなど。
応募資格は、市内在住在勤在学の
方または市内で活動する個人・法
人・団体。応募方法は、閲覧場所
にある用紙を備え付けの「わたし
の提案」箱に投函するか、直接ま
たは郵送、ファクス、Ｅメールで
問い合わせ先へ。

インターネットモニターからの意見を紹介

12月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆単発企画に終わることなく、国際
交流を続けてほしい／60代男性・南
町◆ゼロエネハウスの機器の設置費
用が分かるとよかった／60代男性・
栄町◆スマホを操作したり音楽を聴
いたりしながら通行するのはやめよ
うと思った／20代女性・元町◆親の
私たちも目を光らせて、地域全体で
子どもたちを守っていかなければと
思った／40代女性・愛甲◆あゆコロ
ちゃんが3年連続トップ10入りして
うれしい／20代女性・山際

厚木市　インターネットモニター結果 検 索

広報番組 ガ イ ド

放送時間（15分）　　　①12時～②19時30分～③22時45分～

番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

※�内容や時間を変更す
る場合があります。

あゆチャンネル（11ch）

あつぎ 元気Wave

ケーブルテレビ ◆厚木のイチゴはおいしいよ1月1日～15日
旬を迎えた市内産のイチゴの出来映えなどをリポート

１月 の

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

■合同就職面接会
《日時》2月5日　12時30分～16時
《場所》厚木商工会議所
《内容》市内と近隣企業による就職面接
会（カウンセラーによる個別相談あり）
《対象》市内または周辺地域在住の39
歳までの一般求職者。学生は平成27年
3月卒業予定の方（中学生を除く）。必ず
面接希望企業数分の履
歴書などをお持ちくだ
さい。参加企業は、1月23
日頃から産業振興課や
市ホームページで公
開。申当日直接会場へ。

　いずれも会場は厚木商工会議所。申●印は2月2日、◆印
は1月28日までに電話またはファクスで若年者就職支援プ
ログラム事業事務局☎045-316-5831・薨045-316-5832へ。
抽選（落選者のみ連絡）。

◆若者・企業交流イベント「厚木ジョブトーク！」
《日時》1月30日 ①9時30分～12時30分②13時30分～16時30分
《内容》①企業研究と交流会準備セミナー②企業との交流を
通して相互理解を深めるイベント《対象》39歳までの方40人

●合同就職面接会直前セミナー
《日時》2月4日　9時30分～16時30分《内容》面接会などの
でのマッチングを促進するため、業界研究や応募書類の作
成・模擬面接など《対象》39歳までの方30人

　市では合同就職面接会やセミナーなどを実施し、就職を希望する若
者を支援しています。ぜひご活用ください。問産業振興課☎225-2585

地元で働こう 市の就職支援地元で働こう 市の就職支援

あつぎ健康相談ダイヤル２４
さわやか1番 よいこころ

健康相談・医療機関情報（救急含む）

◎発信者番号は通知設定でおかけください
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1月の青春劇場

　17日＝唄う！青春劇場カラオケ
大会（ゲスト・宮川たかし）。15時
～16時。アミューあつぎ9階。定員
100人。入場料500円。17日＝楽し
い仲間たち新春ライブ。13時30分
～16時。あつぎ市民交流プラザ。オ
カリナアンサンブル、歌などで新春
を祝う。定員100人。無料。24日＝
あつぎ青春劇場落語会（出演・柳
家花

は な

いち、柳小
こ

夏
な つ

）。11時～12時30
分。アミューあつぎ9階。定員100
人。入場料500円。申当日直接会場
へ。問商業にぎわい課☎225-2840。
	
あつぎいちごフェア

　1月15日、9時30分～。夢未市（温
水255）。イチゴの即売会、食べ比
べ、品評会など。申当日直接会場
へ。問農業政策課☎225-2801。
	
第4回学校給食展	
「パクパク学校給食展」
　1月17・18日、10時～15時（18
日は14時30分まで）。あつぎ市民
交流プラザ。学校給食に関する展

示やクイズ、クリームシチューの
試食など。申当日直接会場へ。問
保健給食課☎225-2668。
	
第4回天体観察会	
「アンドロメダ銀河」
　2月6日、18時30分～20時30分。
七沢自然ふれあいセンター（七沢
2440）。天体望遠鏡で星を観察。
小学生以上の方40人（中学生以下
は保護者同伴）。無料。申直接、
電話またはファクスに〒住所、参
加者全員の氏名（ふりがな）、年齢、
電話番号を書き、1月23日までに
七沢自然ふれあいセンター☎248-
3500・薨248-4708へ。抽選（市内
在住の方を優先）。 申141617
	
第3回原始体験教室

　2月7日、9時～15時。七沢自然ふ
れあいセンター（七沢2440）。火おこ
しやたき火クッキングなど。市内
在住の親子50人。1000円。申直接、
電話またはファクスに教室名、〒住
所、氏名、大人・子どもの人数、電話
番号を書き、1月23日までに七沢自然
ふれあいセンター☎248-3500・薨

248-4708へ。抽選。 申141618
	
人権シンポinかながわ2015

　1月24日、10時～18時。横浜市
開港記念会館。消費者教育に関す
るシンポジウムや取り調べの可視
化に関するパネルディスカッショ
ン、ヘイトスピーチ・障がい者雇
用の取り組みに関する講演など。
無料。申当日直接会場へ。問横浜
弁護士会☎045-211-7705。
	
市制60周年記念講演会	
「どうなる日本の政治と経済」
　2月26日、15時30分 ～17時。 文
化会館。ジャーナリスト・橋本五
郎さんによる講演。市内在住在勤
在学の方1400人。無料。申ハガキ、
ファクス、Eメールに代表者氏名、
〒住所、電話番号、人数、託児の有
無（対象は1歳〜小学3年生。希望
者は子どもの氏名、ふりがな、年
齢を記入）、手話通訳の有無を書き、
2月16日（必着）まで（託児を利用する
方は2月9日まで）に産業振興課☎
225-2830・薨223-
7875・e-mail＝3900 
@city.atsugi.kana 
gawa.jpへ。先着順。
申141570
	
人権フォーラムかながわ21

　1月24日、12時15分～16時30分。
文化会館。「大切なあなたへ～私
にできること、私たちにできるこ
と～」をテーマにした映画上映や
障がい者施設利用者による音楽演
奏、講演など。定員350人。無料。
手話通訳・要約筆記あり。申電話
またはファクスでかながわ共同会
☎265-0035・薨265-0036へ。先着順。
	
小児・乳児への応急手当
普通救命講習会

　2月6日、13時30分～16時30分。
消防本部。応急手当ての必要性、
小児・乳児への心肺蘇生、大出血
時の止血法、自動体外式除細動器

（AED）の取り扱いなど。市内在
住在勤在学の中学生以上の方30
人。無料。託児あり（定員6人）。
申1月15日 ま で に 救 急 救 命 課 ☎
223-9365へ。抽選。 申130880

	
防火管理資格取得等講習
（甲種・乙種）
　2月12・13日（全2回）、9時～17
時。 北 消 防 署 睦 合 分 署（ 三 田
1475-1）。市内在住在勤の方70人。
4650円（テキスト代）。申6カ月以
内に撮影した縦4㌢×横3㌢の写真

（無背景、無帽、正面、上半身）
の裏面に氏名を書き、申込書を添
えて1月6日～9日に直接、予防課
☎223-9370へ。先着順。
	
市民防災研修会

　1月17日、10時～12時。文化会館。
「防災とボランティア週間」（1月
15日～21日）に合わせ、防災の知
識を学ぶ。定員1400人。無料。申
当日直接会場へ。先着順。問危機
管理課☎225-2190。
	
話し方講座「話力を身につ
け職場で地域で実力発揮」

　2月14日、10時～16時。あつぎ市
民交流プラザ。仕事、家庭、地域
などで思いや意見を上手に話す力
と聞く力を習得し、コミュニケー
ション能力を高める。市内在住在
勤在学の方30人。無料。託児あり（要
予約。1歳～小学3年生）。申直接、
電話またはハガキに〒住所、氏名、
電話番号、託児の有無を書き、1月
29日（必着）までに人権男女参画
課☎225-2454へ。抽選。 申141171
	
消費者問題講演会

　1月26日、13時30分～15時。厚木
商工会議所。「どう選ぶ有料老人ホー
ム～後悔しない契約のポイント～」
がテーマの講演。定員100人。無料。
申1月23日までに消費生活センター
☎225-2155へ。抽選。 申141592
	
レベルアップソフトボール教室

　2月8日、9時～15時。及川球技場
（及川1-17-1）。初・中級者向け技術
講習。市内在住在勤在学の小学生
以上の方150人。500円。申ハガキ、
ファクスに教室名、〒住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、電話番号を書き、
1月15日（必着）までに〒243-0039温
水西1-27-1市体育協会☎247-7212・
薨248-7151へ。抽選。 申141600

タウンガイド

マイタウンクラブ

www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「 申」と記されたものは、ウェ
ブ上から申し込みができます。

市制60周年カウントダウン事業

2月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28

1月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

《内容》
古式消防保存会のまとい振り込み、
はしご乗り、消防部隊などによる消
防演技、市内事業所・消防団による
消火演技、一斉放水など。
※当日は7時にサイレンが鳴ります
が、火災とお間違いのないようお願
いします。

《会場》　
荻野運動公園 駐車場

（中荻野1500）※荒天時は屋内で実施

《日時》　

1月11日（日）　10時～ 1月12日（月・祝）　11時～12時
（10時15分～受け付け）
文化会館

消防出初め式 成人式「はたちのつどい」
「感謝～今伝えたい想い～」

問警防課☎ 223-9368 問青少年課☎ 225-2580
伝統の妙技「はしご乗り」を披露

新春
恒例

日時

会場

式典・アトラクション
※当日は、送付した招待状（チ
ケット）をお持ちください。
飲酒などの迷惑行為や酒類・
危険物の持ち込み、迷惑車両
の駐車などは固くお断りしま
す。守られない場合、退場を
お願いすることがあります。

内容

2400人の新成人が気持ちを新たに

ボクも
いくよ
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　市民の皆さま、希望に満ちた輝かしい新春
をお迎えのこととお喜び申し上げます。日ごろか
ら、議会運営に対してご理解とご協力をいただ
き、厚くお礼申し上げます。
　今、地方議会は、地方分権の進展により、

市民に一番身近な議会として、果たすべき役割がますます重要になって
います。厚木市議会では、議会改革に積極的に取り組み、全国的に
も例の少ない通年会期制を１月から導入します。これによって、議会の
閉会期間がなくなり、常に議会が開ける状態になりますので、より迅速

に議案審議などを進められます。
　この他、議会改革の取り組みとして公民館などで開催している議会
報告会では、市民の皆さまと直接お話をさせていただく機会を設けるこ
とができました。
　また、昨年10月には、私から議会運営委員会に「議会基本条例の
策定について（必要性並びにその内容）」「（仮称）議会災害時条例
の策定について」などの６項目を諮問し、検討を進めているところです。
　ことしは、厚木市にとって市制60周年となる記念の年です。安心、
安全で活力と思いやりのある、より豊かな地域社会が実現するよう、市
行政と共に全力を尽くしていきますので、皆さまのなお一層のご支援とご
協力をいただきますよう、お願い申し上げます。
　結びに、新しい年が皆さまにとってより実り多き年であるとともに、皆さ
まのご健勝を祈念して新年のあいさつとさせていただきます。

（12月1日現在）

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国人市民は住民基本台帳による9万6349世帯 −前月比12世帯増−

22万5126人（男11万7067人、女10万8059人） 
−前月比105人減−

●6 5 歳以上＝4万9504人（男2万3169人、女2万6335人）
●外国人市民＝5590人（男2768人、女2822人）

人　口

世帯数

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱相鉄エージェンシー☎045-450-1804へ。

市制60周年
カウントダウン事業

南毛利
地 区

　「わ～っしょい、わ～っしょい」。恩曽川沿いの水田地帯に、
威勢のいい掛け声が響きます。市制60周年を前に、地域を盛
り上げようと南毛利地区で開かれた大縄引き大会です。
　「南毛利の恩名の地名は『大縄』に由来するといわれている。
大縄で住民同士の絆を深めたいと考えた」と話すのは、実行
委員長の小

こ

瀬
せ

村
む ら

泰
や す

久
ひ さ

さん（74・温水）。地域の仲間たちと場
所の選定や参加の呼び掛けなど、準備を進めてきました。
　当日は、応援を含め1000人を超える住民が参加。70㍍の縄

を使った地区対抗の部と子どもの部では、歯を食いしばり縄を
引き合う姿に大きな声援が送られました。最後には、全長140
㍍の大縄をみんなで引き、和気あいあいとイベントを締めくく
りました。
　小瀬村さんは「こんなにたくさんの人に来てもらえるとは思
わなかった。地域の新しい伝統にしていきたい」と表情をほこ
ろばせます。市内各地で開かれている地域の特色を生かした
イベントが、住民同士の交流を促し地域の絆を深めています。

「恩名」の由来…地域にあった神社の祭りで、
村人が大縄を用いご神体を乗せた牛車を引い
ていた参道が「大

おお

縄
なわ

手
て

」と呼ばれていたこと
から、オウナ、オンナになったといわれている。

厚木市議会議長　石井 芳隆

議会改革のさらなる推進のために

大
縄
引
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

問南毛利公民館☎225-2559


